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別紙様式3 (課程博士 •論文博士共用)
論 文 内 容 要 旨
X整理番号 *  (ふりがな） （たにそういちろう）789 氏 名 谷 總 一 郎
学位論文題目
Three-dimensional quantitative assessment of ablation margins based on 















率を各々percent tumor coverage、target volume coverageとした。また、アブレーシヨン領域と




【結巣】画像レジズドV ，シ自ンの誤差1‘ (Targ6t'fegistration<'ETrdrs；・ 姗 前後め祕間セ的 
2.23 mraであった。再発症例と非再発症例の平均腫瘍径は各々3.5 c m と 1,5cm、平均腫瘍体積は各々 
21+ 7cm3と 2.5cm3であり、再発症例の腫瘍が有意に大型であった。percent tumor coverageは再琵症 
例で平均99. 6%であったのに対し、非再発症例では全て100%であり有意差を認めた。target coverage 
は再発症例で平均81.戕、非再発症例では平均89, H であり有意差を認め無かった。また、DSCは再発
症例で平均0. 67%であったのに対し、非再発症例では平均0. 52%であり有意差を認めた。
別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
(続紙)
3 D ディスタンスマップによれば、再発を認めた5 症例では腫瘍がアブレーンョン領域により完全 
にカバーできていないか、最小マージンが0 m mであることが確認された。そのうち2 例ではOmniの最 
小マージンの部位から離れた場所で再発を認めた。
【考察】過去の文献に倣い、10咖 の マ ー ジ ン を 加えたものをtarget volumeとしたが、実際には解剖 
学的な制約から完全にこの領域をアブレーションでカバーすることは難しいことが多い。3 Dデイスタ 
ンスマップを用いた今回の研究では、再発症例は全て最小マージンがOramであり、数 酿 のマ'-ジンが 
取れていれば再発はなかった。従って、肝腫瘍に対するアブレーシヨン治療における最小マージンは 
10刪より小さい可能性もある。また局所再発の予測能では、距離を元にしたアブレーション領域の評 

























別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 789 氏 名 谷 総 一 郎
論文辦杏委員
(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
本論文では、肝腫瘍の低侵遝治療法として行われているアブレーシヨン法において、そ 
のマージンが適切であるかどうかを評価する手法として、MR画像の非剛体画像レジストレ 
ーシヨンと3Dデイスタンス•マップを用いた三次元的評価法を開発し、2 1 例の臨床例に 
おいて、その有用性について検討を行い、以下の点を明らかにした。




3) 再発症例の平均腫瘍体積は21.7 cm2で、非再発症例（2. 5 cm2)に比べて有意に大きか 
った。
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